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開
会
挨
拶
で
は
、
新
潟
県
国
診
協
の
藤
森

勝
也
会
長
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
発

生
か
ら
4
年
余
り
経
過
し
経
済
活
動
も
コ
ロ

ナ
前
と
近
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

ま
だ
終
息
で
は
な
い
た
め
医
療
関
係
者
は
引

き
続
き
細
心
の
注
意
を
払
い
、
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

令
和
6
年
度
は
、
医
師
の
働
き
方
改
革
の

施
行
や
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
、
報
酬
の
ト
リ
プ
ル
改
定
の
年

で
あ
る
。
全
国
国
診
協
で
は
、
医
師
の
働
き

方
改
革
に
対
し
て
各
施
設
で
の
取
り
組
み
状

況
の
調
査
や
診
療
報
酬
改
定
に
対
し
て
の
要

望
事
項
の
調
査
を
行
う
な
ど
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
医
療
セ
ミ
ナ
ー
が
多
職
種
の
皆
様

方
の
良
き
交
流
の
場
と
な
り
、
相
互
理
解
、

地
域
の
発
展
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
5
名
の
方
か
ら
事
例
発
表
が
あ

り
、デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。

　

事
例
発
表
の

内
容
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お

り
。

病
病
連
携
、
病
診
連
携
の

現
状
と
課
題

　

あ
が
の
市
民
病
院

�
遠
藤　

明
日
香　

氏

　

あ
が
の
市
民
病
院
で
は
、
病
病
連
携
と
し

下
越
圏
内
で
脳
パ
ス
や
骨
パ
ス
な
ど
の
「
と

き
ネ
ッ
ト
」
を

利
用
し
た
地
域

連
携
パ
ス
の
使

用
を
行
っ
て
い

る
。「
あ
が
の

在
宅
医
療
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
」
の
運
用
に
よ
り
、
在
宅
医
療
を
受

け
て
い
る
患
者
の
病
状
の
急
変
に
対
し
、
円

滑
に
入
院
が
で
き
る
な
ど
、
病
診
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
新
潟
医
療
圏
域
の

病
院
と
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
「
Ｃ
Ａ
Ｒ

Ｅ　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」な
ど
新
し
い
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

患
者
が
地
域
に
戻
り
た
い
、
地
域
の
病
院
に

か
か
り
た
い
と
思
っ
た
時
に
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
整
え
、
気
軽
に
紹
介
、
逆
紹
介
が

で
き
る
関
係
性
を
築
い
て
い
き
た
い
。

慢
性
疾
患
を
重
症
化
さ
せ
な
い

　

―
臨
床
検
査
科
は
疾
病

�

管
理
情
報
室
で
あ
る
―

　

魚
沼
市
立
小
出
病
院

�

吉
田　

和
文　

氏

　

検
査
科
の
疾

病
管
理
活
動
と

し
て
必
要
な
検

査
が
、
適
切
な

時
期
で
実
施
さ

れ
て
い
る
か
を

調
べ
る
糖
尿
病

�

と　

き
・
令
和
5
年
11
月
25
日（
土
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

と
こ
ろ
・
新
潟
市
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
「
コ
ー
プ
シ
テ
ィ
花
園
」

《
テ
ー
マ
》

　

ア
フ
タ
コ
ロ
ナ
で
の
、
わ
が
街
・
施
設
・
病
院
の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
取
り
組
み
と
課
題

　

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会
（
以
下
新

潟
県
国
診
協
）は
、令
和
5
年
11
月
25
日（
土
）

新
潟
市
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
「
コ
ー
プ
シ
テ
ィ

花
園
」
に
お
い
て
医
療
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
国
保
診
療
施
設
の

相
互
の
共
通
問
題
な
ど
を
研
究
討
議
し
、
地

域
包
括
医
療
・
ケ
ア
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
住
民
の
保
健
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、
今
年
度
で
7
回
目

を
迎
え
る
。
昨
年
度
同
様
に
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
形
式
で
の
開
催
で
県
内
会
員
施
設
、
医
療

機
関
な
ど
か
ら
43
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

令
和
５
年
度

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会

�

医
療
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

開会挨拶
藤森　勝也会長

会場の様子

遠藤氏吉田氏
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療
養
指
導
チ
ー
ム
が
あ
る
。（
蛋
白
陽
性
率

推
移
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
分
類
推
移
や
推
定
一
日
食
塩

摂
取
量
検
査
な
ど
、
疾
病
管
理
の
重
点
項
目

を
実
施
リ
ス
ト
に
よ
り
「
見
え
る
化
」
す
る

事
で
適
切
な
処
方
選
択
や
栄
養
指
導
の
診
療

支
援
に
繋
げ
て
い
る
。
ま
た
、
継
続
的
な
活

動
を
行
う
こ
と
で
各
部
門
の
連
携
が
生
ま

れ
、
重
症
化
予
防
へ
共
通
意
識
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
、
チ
ー
ム
医
療
と
な
る
。
そ
の
一
役

を
担
う
の
が
臨
床
検
査
科
で
あ
り
疾
病
管
理

情
報
室
で
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
を
通
し
て

　

地
域
・
高
齢
者
施
設
と
の

�

感
染
対
策
連
携

　

あ
が
の
市
民
病
院

�

菊
地　

志
保
子　

氏

　

あ
が
の
介
護
・
病
院
連
携
の
会
で
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
感
染
対
策
や
各
施
設
で
の
問
題

点
の
抽
出
な
ど
、
顔
の
見
え
る
関
係
の
構
築

を
目
指
し
て
あ
が
の
市
民
病
院
で
2
月
に
1

回
開
催
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
対
策

で
は
地
域
流
行
前
は
各
施
設
が
自
施
設
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
、
意
見
交
換
を
交
え
て
の

情
報
共
有
を
行
っ
た
。
流
行
期
に
は
各
施
設

の
不
安
、
疑
問

を
共
有
し
、
そ

れ
に
対
し
て
改

善
点
、
対
策
に

つ
い
て
施
設
へ

訪
問
し
、助
言
・

指
導
を
行
っ
て

き
た
。

　

今
後
5
類
移
行
後
も
地
域
で
研
修
を
行
う

な
ど
、
積
極
的
に
連
携
を
図
り
感
染
対
策
を

共
有
し
て
い
く
。

患
者
・
家
族
の
〝
家
に
帰
る
〟

を
応
援
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　

南
魚
沼
市
民
病
院

�

原
澤　

秀
明　

氏

　

ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ケ
ア
と

は
、
利
用
者
の

生
活
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
に

行
う
、
援
助
者

か
ら
の
意
図
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
日
々
の

生
活
に
潤
い
や
刺
激
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り

楽
し
み
な
が
ら
身
体
機
能
の
改
善
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ケ
ア
の
効
果
と
し
て
、「
生
活
全
般
が

活
性
化
さ
れ
る
」「
潜
在
的
能
力
の
活
用
」「
楽

し
く
心
地
よ
い
時
間
の
共
有
」「
生
活
意
欲

の
回
復
」
更
に
認
知
症
高
齢
者
に
対
し
、
高

い
Ａ
Ｄ
Ｌ
改
善
率
を
維
持
し
て
い
る
。「
患

者
家
族
の
家
に
帰
る
」「
送
り
た
い
生
活
の

実
現
」
を
応
援
す
る
た
め
に
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
役
割
と
し
て
、
多

職
種
連
携
に
よ
り
で
き
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
最
大
限

に
引
き
出
し
在
宅
生
活
を
見
据
え
た
支
援
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
退
院
後
の
生
活
を
考
え

る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
病
院
を
中
心
と
し
た
Ａ
Ｃ
Ｐ

地
域
実
践
に
向
け
た
取
り
組
み

　

魚
沼
市
立
小
出
病
院

�

太
田　

康
子　

氏

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
一
部
と
し
て
広
く
展
開

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
魚
沼
で
Ａ
Ｃ
Ｐ

す
る
」
と
命
名
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
２

０
１
９
年
に
立
ち
上
が
っ
た
。
２
０
２
０
年
か

ら
は
病
院
・
在
宅
・
地
域
で
構
成
さ
れ
た
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
各
現
場
で
の
実

践
に
向
け
た
課
題
の
抽
出
や
方
策
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
た
。
２
０
２
１
年
は
実
践
の
年

と
し
て
病
院
で
は
「
納
得
で
き
な
い
死
亡
退

院
」
を
テ
ー
マ
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
実
践
の
研
修
会
の

開
催
や
実
践
ツ
ー
ル
「
わ
た
し
の
想
い
ノ
ー

ト
」
の
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。
更
に
２
０
２

２
年
以
降
は
展
開
の
年
と
し
て
、
推
進
リ
ー

ダ
ー
の
研
修
会
や
周
知
、
ル
ー
ル
を
検
討
し

て
い
る
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
活
動
は
地
域
包
括
ケ
ア
の

一
部
で
あ
り
、
包
括
ケ
ア
に
携
わ
る
多
職
種
・

他
施
設
の
相
互
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
市
民

の
理
解
と
参
加
が
な
け
れ
ば
定
着
し
な
い
。

　
「
と
き
ど
き
入
院
ほ
ぼ
在
宅
を
合
言
葉
に

市
民
病
院
を
拠
点
と
し
な
が
ら
、
実
践
ツ
ー

ル
「
わ
た
し
の
想
い
ノ
ー
ト
」
を
入
退
院
支

援
の
一
部
と
し

て
今
後
、周
知
・

活
用
し
更
な
る

展
開
を
目
指
し

て
い
く
。

　

事
例
発
表
終
了
後
、
新
潟
県
国
診
協
の
布

施
副
会
長
か
ら
事
例
発
表
に
つ
い
て
講
評
を

い
た
だ
き
、
最
後
に
「
今
後
も
地
域
包
括
医

療
・
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
新
潟

県
国
診
協
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」
と
閉
会
挨
拶

し
、
医
療
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
た

菊地氏

原澤氏

太田氏

閉会の挨拶
布施副会長

ディスカッションの様子
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令
和
5
年
5
月
12
日（
金
）～
13
日（
土
）、

香
川
県
観
音
寺
市「
ハ
イ
ス
タ
ッ
フ
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
第
37
回
地
域
医
療
現
地
研
究
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
、
a
f
t
e
r
コ
ロ

ナ
時
代
に
お
け
る
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
約
2
2
1
名

の
国
保
直
診
・
国
保
連
合
会
関
係
者
な
ど
が

参
集
し
た
。

　

地
域
医
療
現
地
研
究
会
は
、
全
国
の
国
診

協
会
員
及
び
関
係
者
が
、
地
域
包
括
医
療
・

ケ
ア
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
設
に

集
ま
っ
て
現
地
の
気
候
風
土
に
触
れ
な
が
ら

視
察
、
研
修
を
行
い
、
現
地
の
方
々
と
の
交

流
の
中
で
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
真
髄
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　

本
県
か
ら
は
、
あ
が
の
市
民
病
院
か
ら
1

名
、
事
務
局

4
名
が
出
席

し
た
。

　

1
日
目

は
、
開
講
式

の
後
、
施
設

の
概
要
説
明

が
あ
り
、
午

後
か
ら
は
三

豊
総
合
病
院

及
び
三
豊
市
立
み
と
よ
市
民
病
院
へ
の
施
設

視
察
研
修
を
行
っ
た
。
視
察
終
了
後
は
地

域
医
療
交
流
会
が
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

フ
ェ
イ
ス
to
フ
ェ
イ
ス
で
友
好
を
深
め
る
場

と
な
っ
た
。

　

２
日
目
は
、「
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
、a
f
t
e
r

コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
地
域
包
括
医
療
・
ケ

ア
」
を
テ
ー
マ
に
琴
平
町
「
琴
参
閣
」
で
全

体
討
議
が
行
わ
れ
、
三
豊
総
合
病
院
長
で
あ

る
山
田
大
介
氏
と
三
豊
市
立
み
と
よ
市
民

病
院
長
の
潟
中
淳
一
氏
が
座
長
を
務
め
た
。

「
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
時
代
・
共
助
と
行
政
の

役
割
」
と
題
し
て
三
豊
市
長
の
山
下
昭
史
氏

か
ら
基
調
講
演
の
後
、
3
題
の
実
践
報
告
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
全
国
国
診
協
副
会
長
の

海
保
隆
氏
、
国
民
健
康
保
険
中
央
会
理
事
長

の
原
勝
則
氏
よ
り
助
言
が
あ
り
、
閉
講
式
の

後
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

三
豊
総
合
病
院

　

三
豊
総
合
病
院
は
、
一
般
病
床
4
5
8

床
、
感
染
症

病
床
4
床
で

中
央
棟
、
南

棟
、
西
棟
が

連
な
る
合
計

4
6
2
床

の
大
規
模

病
院
で
あ

り
、
血
液
透

析
ベ
ッ
ド
32

床
あ
る
腎

セ
ン
タ
ー
、
内
視
鏡
4
室
の
内
視
鏡
セ
ン

タ
ー
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
中

核
を
担
う
放
射
線
部
門
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
令
和
5
年
4
月
に
新
し
い
施
設
と
し
て

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
W
e
l
l
n
e
s
s 

S
u
p
p
o
r
t 

P
l
a
z
a
）
が
設
立

さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
を
は
じ
め
脳
ド
ッ
ク
な

ど
各
種
健
康
診
査
を
行
い
、
地
域
住
民
の
病

気
の
予
防
、
健
康
に
寄
与
し
て
い
る
。

三
豊
市
立
み
と
よ
市
民
病
院

　

三
豊
市
立
み
と
よ
市
民
病
院
は
、
一
般
病

棟
46
床
、
療
養
病
棟
46
床
、
精
神
科
病
棟
30

床
、
計
1
2
2
床
の
大
病
院
と
小
規
模
機

関
の
間
に
立
ち
地
域
と
医
療
の
架
け
橋
と
な

る
、
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
で
あ
る
。
基
本

的
に
全
室
個
室
で
個
室
料
を
徴
収
せ
ず
、
ト

イ
レ
付
病
床
も
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
患

者
の
プ
ラ
シ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
た
感
染
対
策

に
も
有
効
な
病
院
で
あ
る
。

第
37
回�

地
域
医
療
現
地
研
究
会

�

香
川
県

会場の様子

現地研究会に参加した
藤森会長と事務局

■
開
催
日

　

令
和
6
年
6
月
21
日（
金
）・22
日（
土
）

■
メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
「
大
空
と
大
地
の
中
で
育
も
う

�

地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
未
来
」

　

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
完
結
す
る

�

地
域
医
療
を
目
指
し
て
～

■
会
場
及
び
視
察
・
研
修
施
設

（
1
）
会
場

　

ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
帯
広

（
2
）
研
修
施
設

　

足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　

高
齢
者
等
複
合
施
設「
む
す
び
れ
っ
じ
」

第
38
回

�

地
域
医
療
現
地
研
究
会



令和6年3月（第 40 号） 国診協　に い が た （4）

令和 6年度　行事・会議予定

新潟県国保診療施設協議会

全国国保診療施設協議会

○新潟県国保診療施設協議会総会 令和 6 年 7 月 5 日㈮
 新潟市　自治会館
○令和6年度新潟県国保診療施設協議会医療セミナー 令和 6 年11月 9 日㈯
 新潟市ガレッソホール「コープシティ花園」

○第38回地域医療現地研究会 令和 6 年 6 月21日㈮〜22日㈯ 北海道足寄町
　【 メインテーマ 】　「大空と大地の中で育もう地域包括医療・ケアの未来」
 〜住み慣れた地域で完結する地域医療を目指して〜
　【 会　　　　　場 】　ホテル日航ノースランド帯広
　【 研　修　施　設 】　足寄町国民健康保険病院、高齢者等複合施設「むすびれっじ」
○全国国保診療施設協議会定時社員総会 令和 6 年 6 月14日㈮ 場所　東京都内（未定）
○国保直診口腔保健研修会 令和 6 年10月 3 日㈭ 岩手県盛岡市
○第64回全国国保地域医療学会 令和 6 年10月 4 日㈮〜 5 日㈯ 岩手県盛岡市
　【 メ　イ　ン　テ　ー　マ 】　『地域包括医療・ケアで地域の「絆」をより強く』
 〜地域医療学会発祥の地「イーハトーブ」から未来へ発信〜
　【 会　　　　　場 】　いわて県民情報交流センター　「アイーナ」（盛岡市）
　【 地域交流会会場 】　ホテルメトロポリタン盛岡（盛岡市）
○地域包括医療・ケア研修会 令和 7 年 1 月17日㈮〜18日㈯
 場所　東京都内（未定）

第
63
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会

�

福
井
県
福
井
市

　

令
和
5
年

10
月
6
日

（
金
）
7
日

（
土
）
の
2

日
間
に
お
い

て
福
井
県
福

井
市
に
て
第

63
回
全
国
国

保
地
域
医
療

学
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
コ
ロ
ナ
超
え
、
今

こ
そ
羽
ば
た
く
地
域
包
括
ケ
ア
～
幸
福
の
地

に
翔
る
不
死
鳥
の
如
く
～
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
全
国
か
ら
1
0
0
0
名
を
超
え
る
国

保
直
診
関
係
者
・
市
町
村
関
係
者
・
国
保
関

係
者
な
ど
が
参
集
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
1
日
目
は
池
端
幸
彦
福

井
県
医
師
会
長
の
特
別
講
演
、
国
保
直
診
開

設
者
サ
ミ
ッ
ト
と
3
つ
の
教
育
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
た
。
2
日
目
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
４

つ
の
専
門
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。

　

本
県
協
議
会
藤
森
会
長
の
口
演
発
表
で

は
、「
地
域
医
療
研
修
・
教
育
の
充
実
は
、
病

院
経
営
を
改
善
す
る
か
」
と
題
し
て
「
地
域

医
療
研
修
の
充
実
は
、
病
院
を
活
性
化
し
経

営
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

教
育
を
充
実
さ
せ
、
研
修
医
と
共
に
成
長
し

て
い
く
病
院
運
営
を
行
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

今
回
の
地
域
医
療
学
会
で
は
、
本
県
か
ら

6
名
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
と
口
演
発
表
が
あ
っ

た
。

口演発表　藤森会長

ポスター発表の様子

■
開
催
日

令
和
6
年
10
月
4
日
（
金
）、5
日
（
土
）

■
学
会
会
場

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

�

「
ア
イ
ー
ナ
」

■
地
域
医
療
交
流
会
会
場

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
�

N
E
W
W
I
N
G

第
64
回

�
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会


